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NY マーケットレポート（2015 年 8 月 17 日) 
NY 市場では、序盤に発表された NY 連銀指数が予想外の大幅低下となり、2009 年 4 月以来の低水準に落ち込んだことを受けて、ドルが

主要通貨に対して軟調な動きとなった。ただ、その後に発表された NAHB 住宅市場指数が 2005 年 11 月以来の高水準となったことから、

値を戻したものの、円に対してはやや上値の重い動きとなった。一方、ドイツのメルケル首相が、第 3 次ギリシャ支援に IMF が加わると確信

していると発言し、債務救済の検討へ前向きの姿勢を示したことを受けて、ユーロ圏諸国の国債が買われ、利回りが低下したことから、ユー

ロは軟調な動きとなった。また、トルコ首相の連立交渉が実らず、連立政権樹立のあらゆる可能性は尽きたと発言したことで、総選挙実施の

可能性が高まったとの見方が広がり、トルコリラは米ドルに対して過去最安値を更新した。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 



                                                     
 

2 
 

NY 市場レポート 

 

21：00 

ドル/円 124.54  ユーロ/円 138.20  ユーロ/ドル 1.1097 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6543.57 -7.47 
ダウ 

先物ミニ 
17429 -10 

 

 

仏 CAC40 4976.53 +20.06 
S&P 

500 ミニ 
2087.25 -2.50 

 

 

独 DAX 11006.89 +21.75 
NASDAQ 

100 ミニ 
4529.25 -2.50 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 -14.92（予想 4.50・前回 3.86） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪ＮＹ連銀製造業景気指数≫ 

現状） 

         8 月・・  7 月・・ 6 月・・ 5 月・・ 4 月・・ 3 月 

業況・・・・・・-14.92・・ 3.86・・-1.98・・ 3.09・・-1.19・・ 6.90 

仕入価格・・・・  7.27・・ 7.45・・ 9.62・・ 9.38・・19.15・・12.37 

販売価格・・・・  0.91・・ 5.32・・ 0.96・・ 1.04・・ 4.26・・ 8.25 

新規受注・・・・-15.70・・-3.50・・-2.12・・ 3.85・・-6.00・・-2.39 

出荷・・・・・・-13.79・・ 7.88・・12.01・・14.94・・15.23・・ 7.93 

在庫・・・・・・-17.27・・-8.51・・ 1.92・・ 7.29・・ 2.13・・-5.15 

雇用者数・・・・  1.82・・ 3.19・・ 8.65・・ 5.21・・ 9.57・・18.56 

6 ヵ月先の見通し） 

         8 月・・・7 月・・・6 月・・・5 月・・・4 月・・・3 月 

業況・・・・・・ 33.64・・ 27.04・・ 25.84・・29.81・・37.06・・30.96 

仕入価格・・・・ 34.55・・ 27.66・・ 24.04・・26.04・・38.30・・31.96 

販売価格・・・・ 10.91・・  6.38・・  5.77・・ 7.29・・13.83・・12.37 

新規受注・・・・ 29.36・・ 32.22・・ 26.10・・33.94・・33.57・・26.31 

出荷・・・・・・ 32.97・・ 25.44・・ 22.11・・31.75・・32.38・・28.71 

在庫・・・・・・-13.64・・-11.70・・-17.31・・ 3.13・・ 5.32・・-3.09 

雇用者数・・・・  3.64・・  9.57・・ 13.46・・16.67・・22.34・・28.87 

同指標はゼロが景況の分岐を示す 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月カナダ国際証券取扱高 85.1 億 CAD（予想 -60.0 億 CAD・前回 -54.6 億 CAD） 

前回発表の-54.5 億 CAD から-54.6 億 CAD に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月ポーランド財政収支執行状況 57.7％（前回 56.7%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17347.02 -130.38 

ナスダック 5022.81 -25.42 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月 NAHB 住宅市場指数 61（予想 61・前回 60） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪NAHB 住宅市場指数≫ 

        8 月・7 月・6 月・ 5 月・4 月・ 3 月・2 月 

住宅市場指数・・61・・60・・60・・54・・56・・52・・55 

現状指数・・・・66・・66・・65・・58・・61・・58・・61 

見通し指数・・・70・・71・・69・・63・・63・・59・・60 

顧客動向指数・・45・・43・・44・・39・・40・・37・・39 

 

 

≪ECB 債券購入プログラム≫  

           8 月 14 日・8 月 7 日・7 月 31 日・ 7 月 24 日・ 7 月 17 日・7 月 10 日 

公的部門・・・・・・・2698.75・・2596.98・・2488.89・・2378.80・・2276.17・・2163.46 

資産担保証券 ABS・・・  109.61・・  106.29・・ 97.40・・  94.54・・  93.77・・ 93.13 

カバード債・・・・・・1090.59・・1066.45・・1040.03・・1016.86・・1001.75・・ 982.46 

（億ユーロ） 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、8 月のニューヨーク連銀製造業景況指数が市場予想に反してマイナスとなり、米経済の先行き懸

念から主要株価は序盤から売りが先行した。しかし、その後は下げ幅を縮小する動きとなり、ナスダックはプラス

圏まで反発している。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）8 月のニューヨーク連銀製造業業況指数は、-14.92 となり、予想の 5.00 を下回り、2009 年 4 月以来の低水準

となった。先行き見通しが改善したものの、新規受注や出荷が急激に落ち込んだことが全体を引き下げた。業況見

通しは 33.64（7 月 27.04）、新規受注は-15.70（3.50）と 3 ヵ月連続のマイナス、出荷は-13.79（7.88）、週平均

労働時間が-1.82（4.26）、雇用者数は 1.82（3.19）、支払い価格は 7.27（7.45）、受け取り価格は 0.91（5.32）。

当該指数は、ゼロが景気拡大縮小の判断基準となる。 
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（2）NAHB（全米住宅建設業者協会）が発表した 8 月の NAHB 住宅市場指数は、市場予想と一致の 61 となり、7 月の

60 から上昇し、2005 年 11 月以来の高い水準となった。50 が業況感の改善と悪化の判断基準となり、昨年 6 月以来

50 を上回って推移している。構成指数では、一戸建て住宅の販売指数が 66（7 月 65）となり、2005 年 11 月以来の

高水準となった。一戸建て住宅の向こう半年の販売指数は、横ばいの 70 となった。また、潜在的な住宅購入者の動

きを示す顧客動向指数は 45（43）と上昇し、昨年 12 月以来の高水準となった。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6550.30 -0.44 

仏 CAC40 4984.83 +28.36 

独 DAX 10940.33 -44.81 

ストック欧州 600指数 387.26 +1.02 

ユーロファースト 300指数 1532.04 +3.89 

スペイン IBEX35指数 10900.30 +21.00 

イタリア FTSE MIB指数 23407.99 +159.47 

南ア アフリカ全株指数 50751.10 -70.08 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、週明けで新規材料に乏しい中、米国の製造業関連の景況指標の悪化を受けて、主要株価は軟調な

動きとなった。ただ、仏 CAC40 は、小幅高で引けた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17506.36（+28.96）、S&P500 2095.60（+4.06） ナスダック 5064.61（+16.37） 
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≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、ニューヨーク連銀製造業景況指数が市場の予想に反して大幅悪化したことで米景

気の先行き不透明感が広がり、安全資産とされる米国債の逃避買いが先行した。また、原油価格の下落に加え、低

調な米経済指標の発表が続けば FRB は利上げを遅らせるとの見方が広がったことも支援材料となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.81％（前週末 2.84％）、10 年債が 2.16％（2.20％）、7 年債が 1.91％（1.95％）、5

年債が 1.56％（1.60％）、3 年債が 1.05％（1.08％）、2 年債が 0.71％（0.72％）。 

 

 

3：45 

NY 金は、中心限月が前日比 5.70 ドル高の 1 オンス＝1118.40 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.63 ドル安の 1 バレル＝41.87 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1118.40 +5.70 

NY 原油 41.87 -0.63 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、製造業関連の米経済指標が市場予想に反して悪化し、9 月の米利上げ観測が弱まったとの見方が広がり、

堅調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、世界的な供給過剰感が広がる中、米石油サービス大手が前週末に発表した国内の石油掘削装置稼働数

が 4 週連続で増えたことが材料視された。また、中国景気の減速に伴う原油需要の減少観測や、日本の 4-6 月期の

GDP がマイナス成長だったこと圧迫要因となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

5：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月対米証券投資[ネット長期 TIC フロー] 1031 億 CAD（前回 930 億 CAD） 

 

6 月対米証券投資[ネット TIC フロー] -1103 億 CAD（前回 1066 億 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17545.18 +67.78 17551.40 17341.72 

S&P500種 2102.44 +10.90 2102.87 2079.30 

ナスダック 5091.70 +43.46 5092.69 5022.42 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、8 月のニューヨーク連銀製造業景況指数が市場予想に反してマイナスとなり、米経済の先行き懸念か

ら主要株価は序盤から売りが先行した。しかし、その後は下げ幅を縮小する動きとなり、主要株価はプラス圏まで

上昇する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤は軟調な動きとなり、一時前週末比で 135 ドル安まで下落したもの

の、その後は反発する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 124.44  124.56  124.23  

EUR/JPY 137.85  138.28  137.59  

GBP/JPY 193.93  194.61  193.79  

AUD/JPY 91.77  91.87  91.52  

NZD/JPY 81.80  81.87  81.57  

EUR/USD 1.1078  1.1126  1.1059  

AUD/USD 0.7375  0.7390  0.7350  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米製造業関連の経済指標が悪化したことから、米景気の先行き不透明感からド

ルが売られる動きとなった。一方、ユーロは、ギリシャ支援の進展期待からユーロ圏の国債利回りが低下し、ユー

ロは主要通貨に対して軟調な動きとなった。その後、ドルはやや値を戻す動きとなったものの、ユーロは上値の重

い動きとなった。また、堅調な株価動向を背景に、豪ドルや NZ ドルは円やドルに対して堅調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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 (出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりま

すが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一

切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


